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１ 農産物規格・検査の概要

１



○ 農産物規格・検査は、全国統一的な規格に基づく等級格付けにより、現物を確認することなく、大量・広域に流通
させることを可能とする仕組み。

○ 昭和26年の農産物検査法の制定後、情勢の変化に合わせて、農産物規格について品位の項目の追加や等級の見直し
が行われてきた。また、品位の基準（混入率など）については、等級の簡素化等に伴う変更が行われた。検査手法に
ついては、平成12年改正により民営化が行われた。

農 産 物 検 査 法 の 概 要

○ 農産物検査法の改正（主なもの）

○ 対象品目

○ 農産物検査法（昭和26年法律第144号）（抜粋）

２

第１条 この法律は、農産物検査の制度を設けるとともに、そ
の適正かつ確実な実施を確保するための措置を講ずることに
より、農産物の公正かつ円滑な取引とその品質の改善とを助
長し、あわせて農家経済の発展と農産物消費の合理化とに寄
与することを目的とする。

○ 検査の種類

（１）品位等検査
【農産物規格（検査項目）】

種類（農産物の種類、生産年等）、銘柄（産地品種銘柄等）、
品位（農産物の質、等級）、 量目、荷造り、包装

【検査の態様】
農産物を検査員が視覚、触覚、臭覚及び聴覚で検査

（２）成分検査
【農産物規格（検査項目）】
たんぱく質（米・小麦）、アミロース（米）及びでん粉（小麦）

【検査の態様】
農産物を検査員が理化学的分析（例えば、ヨウ素の反応による呈
色度合いから、アミロース含有率を求めるなど）を用いて検査

米穀（もみ、玄米及び精米）、麦（小麦、大麦及び裸麦）、
大豆、小豆、いんげん、かんしょ生切干、そば及びでん粉

国による全量管理から民間主導の仕組みへの移行という米の流通
システムの見直しに伴い、主に以下の見直し。
・ 国が関与する流通に係る米以外について検査を任意化。
（国が関与する流通に係る米の義務検査は、平成15年の食糧法改
正に伴い廃止。）

・ 成分検査の導入

平成７年改正

行財政改革の一環として、農産物検査を民営化（平成18年までに
農林水産大臣が登録した民間の検査機関により検査を実施）。

平成12年改正

地方分権改革の一環として、平成28年から、一定の登録検査機関
に係る登録、指導監督等の事務を都道府県に委譲。

平成26年改正

○ 主な農産物規格規程（米）の改正

昭和49年 着色粒の混入率を新設
昭和53年 等級を５等級から３等級（＋等外、規格外）に簡素化
平成元年 水分の最高限度（15.0％）に当分の間1.0％加算を措置
平成３年 醸造用玄米の等級を３等級から５等級に細分化
平成13年 容積重の最低限度と等級の「等外」を廃止
平成26年 飼料用米の検査規格を新設



○ 農産物の種類別の検査数量等の推移①

３

資料：穀物課作成資料

○ 検査数量が最も多いのは米穀。一方で、未受検の流通量や消費量が多いのも米穀。
（参考：水稲うるち玄米の検査手数料（各登録検査機関が設定）は、60kg当たり50～100円が大半。（平成25年））

（注） １ 米の生産量は、主食用の玄米数量である。（19年産は子実用の玄米数量）
２ 米の検査数量は、うるち、もち及び醸造用を合計した玄米数量である。（もみ及び飼料用（もみ、玄米）は除く。）
３ 米の検査数量は、19年産、24年産は確定値、29年産は30年11月末現在の数量である。

（注） １ 麦の生産量は、子実用の４麦（小麦、二条大麦、六条大麦、裸麦）の合計した数量である。
２ 麦の検査数量は、４麦（小麦、二条大麦、六条大麦、裸麦）を合計した数量である。
３ 麦の生産量は２等以上等の検査数量をもとに集計しているため、受検率が100％を超えることがある。

（注） １ 大豆の生産量は、乾燥子実の大豆の数量である。
２ 大豆の検査数量は、各年産の大豆の数量である。

（注） １ そばの生産量は、乾燥子実のそば（だったんそば含む）の数量である。
19年産の生産量は、主産県調査のため、全国値は推計していない。

２ そばの検査数量は、各年産のそば（だったんそば含む）の数量である。

農 産 物 の 種 類 別 の 検 査 数 量 等 （ １ ）

【米穀】
（単位：千トン）

平成19年産 平成24年産 平成29年産

生産量 (a) 8,705 8,210 7,306
検査数量 (b) 5,056 5,343 5,088
未検数量(a-b) 3,649 2,867 2,218
受検率 (b/a) 58% 65% 70%

【大豆】
（単位：千トン）

平成19年産 平成24年産 平成29年産

生産量 (a) 227 236 253
検査数量 (b) 186 206 233
未検数量(a-b) 41 30 20
受検率 (b/a) 82% 87% 92%

【そば】
（単位：千トン）

平成19年産 平成24年産 平成29年産

生産量 (a) 45 34
検査数量 (b) 5 26 31
未検数量(a-b) - 19 3
受検率 (b/a) - 58% 89%

【麦類】
（単位：千トン）

平成19年産 平成24年産 平成29年産

生産量 (a) 1,105 1,030 1,092
検査数量 (b) 1,161 1,082 1,158
未検数量(a-b) - - -
受検率 (b/a) 105% 105% 106%



○ 農産物の種類別の検査数量等の推移②

４

資料：穀物課作成資料

（注） 小豆の生産量は、主産県調査であり、全国の収穫量については、主産県の調査結果から推計し
たものである。

（注） いんげんの生産量は、主産県調査であり、全国の収穫量については、主産県の調査結果から推計
したものである。

（注） １ でん粉の生産量は、「でん粉の需給見通しについて」（平成30年９月）により、公表された
各でん粉年度（10月～翌年９月末まで）の数量である。

２ でん粉の検査数量は、４月～翌年３月末までの数量であるため、受検率が100％を超える
ことがある。

農 産 物 の 種 類 別 の 検 査 数 量 等 （ ２ ）

※ かんしょ生切干及びばれいしょでん粉は、平成19年度以降、農産物検査
の実績はない。

【でん粉】
（単位：千トン）

かんしょでん粉 平成19年度 平成24年度 平成29年度

生産量 (a) 45 38 29
検査数量 (b) 48 27 20
未検数量(a-b) - 11 9
受検率 (b/a) 106% 72% 68%

【小豆】
（単位：千トン）

平成19年産 平成24年産 平成29年産

生産量 (a) 66 68 53
検査数量 (b) 47 49 27
未検数量(a-b) 19 31 26
受検率 (b/a) 72% 72% 51%

【いんげん】
（単位：千トン）

平成19年産 平成24年産 平成29年産

生産量 (a) 22 18 17
検査数量 (b) 7 3 2
未検数量(a-b) 15 15 15
受検率 (b/a) 32% 17% 9%



○ 登録検査機関が農産物の種類ごとに品位（等級）、量目、荷造り、包装を検査。
○ 米（飼料用米を除く。）については平成13年から現行の規格となっている。

主 な 農 産 物 規 格 （ 検 査 項 目 ） （ １ ）

資料：農産物規格規程（平成13年農林水産省告示第244号）

○品位 （水稲うるち玄米及び水稲もち玄米）

等級

着色粒
（％）

異　種　穀　粒
異　物
（％）

もみ
（％）

麦
（％）

もみ及び麦を除い

たもの（％）

項目 最　低　限　度 最　　　高　　　限　　　度

整　粒
（％）

形　質
水　分
（％）

被害粒、死米、着色粒、異種穀粒及び異物

計
（％）

死　米
（％）

２　等 60 ２等標準品 15.0 20

１　等 70 １等標準品 15.0 15

10 0.3 0.5 0.3 0.5 0.4

0.1 0.3 0.1 0.3 0.27

0.7 1.0 0.7 1.0 0.6３　等 45 ３等標準品 15.0 30 20

○量目 （水稲うるち玄米及び水稲もち玄米）

紙袋詰めの場合 30キログラム又は20キログラム。ただし、１等から３等まで以外に該当すると認められるものは、25キログラムとすることができる。

○荷造り及び包装 （水稲うるち玄米及び水稲もち玄米）

第一種紙袋
材 料

原紙は、ＪＩＳ Ｐ3401（クラフト紙１種）ＭＳ－84、ＪＩＳ Ｐ3401（クラフト紙５種１号）ＥＫ１－83又はＪＩＳ Ｐ3401（クラフト紙５種２号）ＥＫ２－84に規定されたクラフト紙
とし、口ひもは、紙ひも製バンド（紙ひも８本を幅10ミリメートル以下に並列帯状に固着させたもので、引張り強さ68キログラム以上のもの）とする。

形 状

荷造り
袋口をそろえ裏側に３回以上折り曲げ、両端から約10センチメートルの箇所で袋口の中央に折り曲げて、左右の口ひもで真結びとする。

縦
（センチメートル）

横
（センチメートル）

底幅
（センチメートル）

重さ
（グラム）

表示 仕立方

80
(±)2

49
(±)1

10
(±)0.5

230
(±)10

製紙工場名、製袋工場名及び風袋の重量
並びに「第１種紙袋」の文字を表面に表示
したもの

各層とも新クラフト紙又は新クラフト伸張紙を用いて３層とし、底部は、のりばり
とし、袋口は、裏側に約76センチメートルの紙ひも製バンドを当て、裏側の袋
口の１枚又は３枚を約３センチメートル折り返してのりばりとしたもの

５



○ 小麦については平成18年から、大豆については平成13年から、現行の品位の規格となっている。

主 な 農 産 物 規 格 （ 検 査 項 目 ） （ ２ ）

６

資料：農産物規格規程（平成13年農林水産省告示第244号）

○品位 （普通小麦）

○品位 （普通大豆）

等級

規格外―１等から３等までのそれぞれの品位に適合しない大豆であって、異種穀粒及び異物を５０％
　　　　　　以上混入していないもの

３　等 70 ３等標準品 15.0 30 4 2 0

２　等 70 ２等標準品 15.0 20 2

１　等 70 １等標準品 15.0 15 1 0 0

1 0

項目 最　低　限　度 最　　　高　　　限　　　度

粒　度
（％）

形　質
水　分
（％）

被害粒、未熟粒、異種穀粒及び異物

計
（％）

著しい被害粒等
（％）

異種穀粒
（％）

異　物
（％）

等級

0.6

規格外―異臭のあるもの又は１等及び２等のそれぞれの品位に適合しない普通小麦であって、異種
　　　　　　穀粒及び異物を５０％以上混入していないもの

5.0 0.5 0.0 0.1 0.4

２　等 730 60 ２等標準品 12.5

１　等 780 75 １等標準品 12.5

5.0 1.0 0.0 0.1

項目 最　低　限　度 最　　　高　　　限　　　度

容積重
（ｸﾞﾗﾑ）

整粒
（％）

形　質
水　分
（％）

被害粒、異種穀粒及び異物

計
（％）

異種穀
粒

（％）

異　　　　物

麦角粒
（％）

なまぐ さ黒穂病

粒率（％）

麦角粒及びなまぐ さ黒穂

病粒を除いたもの（％）



○ 着色粒は、混入に対するクレームを背景に、昭和49年に被害粒から独立した混入限度を設定。
○ 当時、流通段階で着色粒を除去することが困難であったことから、産地段階で混入させないことを前提とした混

入限度（一等の混入限度0.1％（1,000粒に１粒まで））を設定。
○ その後、現在までに次のとおり事情が変化。
① 産地においては、農薬を用いてカメムシ類を防除する一方で、色彩選別機を導入した一部の産地では、農産物

検査の受検前に色彩選別機を用いて着色粒を除去する取組が普及。
② 精米事業者においては、色彩選別機が普及したことによって、精米工程の中で他の異物等と一緒に除去できる

体制が整備。
○ 厳しい規格により生産者に過度な生産管理を強いているとの声がある一方で、着色粒は依然として消費者からの
クレームの主原因であり、流通段階での着色粒の除去には多額のコストがかかるため、生産段階での十分な対策が
必要との声もあるところ。

米 に 関 す る 品 位 規 格 （ 着 色 粒 ）

○着色粒 （水稲うるち玄米）

７資料：穀物課作成資料

※サンプルは、それぞれ約1000粒



○ 登録検査機関数や農産物検査員、検査場所数は、年々増加。
○ 登録検査機関を系統別で見ると、卸・小売とＪＡ系で全体の６割強を占めている。一方、登録検査機関となる大規
模生産法人等も増加傾向。

○ 登録検査機関数、農産物検査員数等の推移

（注）１ 広域登録検査機関については、検査を行う県毎に１機関として計上したものである。
２ 民間検査比率は、玄米の検査数量における民間登録検査機関による検査数量の比率である。
３ 各年度末（３月31日現在）に数値である。

○ 登録検査機関数の系統別の推移（平成19年度末→平成29年度末）

（注）１ 広域登録検査機関については、検査を行う県毎に１機関として計上したものである。
２ その他は、JA系や全集連系に属さない集荷業者、大規模生産法人等である。

登 録 検 査 機 関 数 等

○ 農産物検査を行う種類別登録検査機関数

（注）１ 広域登録検査機関については、検査を行う県毎に
１機関として計上したものである。

２ 登録検査機関数は、平成30年３月31日現在である。

資料：穀物課作成資料

ＪＡ系 全集連系 卸・小売 第三者機関 その他 計

523　→　499 36　→　35 444　→　606 38　→　35 352　→　548 1,393　→　1,723

37.5%　→　29.0% 2.6%　→　2.0% 31.9%　→　35.2% 2.7%　→　2.0% 25.3%　→　31.8%

年　　　度 平成19年度 平成24年度 平成29年度

登録検査機関（機関） 1,425 1,537 1,723

農産物検査員（人） 13,452 15,981 18,663

民間検査比率（％） 100 100 100

検査場所（ヶ所） 12,247 12,504 14,081

登録検査機関数

1,723

もみ 604

玄米 1,689

精米 21

小麦 434

大麦 363

裸麦 164

518

8

5

396

5

0かんしょ生切干

全国計

米穀

麦類

農
産
物
の
種
類
別
の
登
録
検
査
機
関
数

大豆

小豆

いんげん

そば

でん粉

８



○ 農産物検査法第11条第１項に基づき農林水産大臣が定める米穀の産地品種銘柄は、近年は良食味を目指した品種や
中食・外食事業者向けの需要に対応した多収品種などが増加しており、30年間で約６倍に拡大。

○ 産地品種銘柄の設定には、銘柄の鑑定や品位規格の適用を判断するため、３年程度の作付実績が必要。

（平成30年産 平成30年11月30日現在）

９

資料：穀物課作成資料

産地品種銘柄 産地品種銘柄

① 新潟県産コシヒカリ ⑥ 青森県産まっしぐら

② 秋田県産あきたこまち ⑦ 福島県産コシヒカリ

③ 北海道産ななつぼし ⑧ 茨城県産コシヒカリ

④ 宮城県産ひとめぼれ ⑨ 栃木県産コシヒカリ

⑤ 山形県産はえぬき ⑩ 岩手県産ひとめぼれ

○ 水稲うるちもみ及び玄米の産地品種銘柄の検査数量上位１０銘柄○ 水稲うるちもみ及び玄米の産地品種銘柄数の推移

資料：穀物課作成資料

産 地 品 種 銘 柄 の 現 状 （ 米 を 例 と し て ）



玄 米 の 検 査 状 況 と 等 級 比 率 の 推 移

○ 水稲うるち玄米の検査数量は、近年、500万トン弱程度。

○ 検査数量の約８割を１等が占め、３等については、過去には10％を越えた年（昭和51年）もあったが、近年は２％前後で推移。

10



２ 農産物規格・検査を取り巻く情勢の変化

11



【現行の穀粒判別器の現場での取扱い】 【新型穀粒判別器の測定方法】

【穀粒判別器の機能及び性能】

穀粒判別器は、「着色粒」、「死米」、「胴割粒」、「砕粒」などを測定する機器である。平成15年に開発された現行の穀粒判別
器と、平成26年以降に開発が進められてきた新型の穀粒判別器がある（持ち運び可能なサイズのものが主流）。

13

技 術 の 進 展 （ 穀 粒 判 別 器 ）

○ 現行の農産物検査は農産物検査員が目視で品位等の鑑定を行っているが、近年、着色粒などの被害粒の混入の割合
を測定することができる穀粒判別器の開発が進展。

○ 現行機器ではメーカー間で測定結果のばらつきが大きかったが、最新の穀粒判別器では測定精度が向上。

12

現行（旧型）穀粒判別器 新型穀粒判別器

測定項目
（混入割合を測定）

「着色粒」、「死米」、「胴割粒」、「砕粒」など約20項目

測定精度 「胴割粒」についてのみ、メーカー間で測定結果
のばらつきが小さい。

「着色粒」、「死米」、「胴割粒」、「砕粒」について、
測定精度が向上し、メーカー間で測定結果のば
らつきが小さい。

普及状況 約3,400台
※ 耐用年数（７年）を超えているものが過半
（約2,500台）

約130台
※ 現在新型穀粒判別器を販売しているのは１
社のみ

価格 60～200万円 約60万円

（測定結果（印字例））

① 20グラム（約1000粒相当）程度の
米穀の粒を投入する。

② 機器内で撮影した画像で、着色粒等
の混入割合を５秒～40秒で判定する。

③ 測定結果は紙で印刷される。

農産物検査の鑑定方法としては位置付けられてい
ないため、現在は、補助的に活用（※）されている。
（※）ある検査機関では、鑑定精度の向上と検査員

の安心感を確保することを目的として導入してお
り、目視検査と測定値が異なった場合には、目視
検査の結果を採用している。

穀粒判別器各種



【普及状況】

・ 昭和54年に開発されて以来、改良が進み、性能が向上するとともに
価格が低下しており、大型精米工場※（約400）のほぼ全てで導入。

※ 50馬力以上の精米機を有する卸売業者・小売業者の大型精米工場

・ また、全国のカントリーエレベータの７割程度（約500施設）で導入し
ているなど、産地においても普及。

（導入時との性能等の比較）

（色彩選別機）

14

技 術 の 進 展 （ 色 彩 選 別 機 ）

○ 米の生産・流通のそれぞれの段階で着色粒等を除去するために活用されている色彩選別機は、近年、性能が向上す
るとともに価格が低下。

【色彩選別機の機能及び性能】

・ 色彩選別機は、玄米又は精米の段階で、製品の歩留まり
低下や消費者からのクレームの要因となる着色粒等を除
去するもの。

・ 一般に、機器内のカメラで識別した着色粒等を風圧で吹
き飛ばすことによって除去。完全に着色粒等を除去するた
めに、何度か繰り返し機器を通すこともある。

・ 除去する着色粒等の選別精度は、玄米又は精米の状態
に応じて調節することが可能。

（色彩選別機の仕組みのイメージ） （選別後の米のイメージ）

導入当初
(1979年頃)

・１台のﾓﾉｸﾛｶﾒﾗで一粒ずつ処理
・除去できるのは全面着色粒(黒い粒)のみ
・処理能力：精米0.5t/h
・価格：3,000～4,000万円程度

現在

・複数台のﾌﾙｶﾗｰCCDｶﾒﾗ（＋近赤外線ｶﾒﾗ）で複数の粒
を同時に処理

・部分着色粒、未熟粒、米と同色の異物も除去
・処理能力：精米0.5t/h～2.9t/h、玄米0.7t/h～2.6t/h

（※複数機を連結することにより10t/h程度の能力で処理
することも可能）

・価格：200万円程度（玄米１t/h規模）～700万円程度（玄米
３t/h規模））

主に
生産者向け

主に
精米工場向け

13
資料：全国米穀業者名簿（2017版）（米穀新聞社）

穀物課作成資料

[良品側] [不良品側]



◯ 世帯構成の変化（単身世帯の増加）、女性の社会進出（共働き世帯の増加）等の社会構造の変化により、食の簡便
化志向が強まっており、米を家庭で炊飯する割合が年々低下する一方で、中食・外食の占める割合は増加傾向にある。

中 食 ・ 外 食 需 要 の 拡 大

400

600

800

1,000

1,200

S55 60 H2 7 12 17 22 27 29
0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

S35 45 50 55 60 H2 7 12 17 22 27

昭和60年

中食・外食
15.2%

家庭内食
84.8%

平成９年

18.9%

81.1%

平成29年

70.9%

【米消費における家庭内及び中・外食の占める割合（全国）】

資料：農林水産省「米の１人1ヶ月当たり消費量」及び米穀機構「米の消費動向調査」

29.1%

【家族類型別にみた一般世帯の構成割合の推移】 【共働き世帯数と専業主婦世帯数の推移】

資料：国立社会保障・人口問題研究所「家族類型別世帯数および割合」

（％）

単 独

その他

夫婦のみ

ひとり親と子

夫婦と子

（万世帯）

資料：独立行政法人労働政策研究・研修機構「専業主婦世帯数と共働き
世帯数の推移」

専業主婦世帯

共働き世帯

【中食・外食事業者が求める米の品質の例】

玄米段階の等級のみならず、
① 「白度」「水浸割粒」といった項目や
② 食味値や官能試験の結果
など、独自の基準で品質を確認している場合がある。
※１：農林水産省による中食・外食事業者への聴き取り
※２：「白度」：精米の白さ、炊飯時の見た目に影響

「水浸割粒」：精米を水に浸した際の割れ具合。
水を通常の精米より吸うため、炊飯時の食味に影響。

14



米 流 通 の 多 様 化

◯ ＪＡ等の生産者団体から卸売事業者を経由した流通ルートのほか、生産者から直接実需者や消費者に流通する
ルートや、ＪＡ等から直接消費者に販売するルートなど、多様な流通ルートが存在。

資料：農林水産省「作物統計」、「生産者の米穀在庫等調査」、「農林業センサス」、
「米穀の取引に関する報告」及び全国出荷団体調べ等を基に推計。

注１：ＪＡ等には、全集連系を含む。
注２：ラウンドの関係で、計と内訳が一致しない場合がある。

農家消費（無償譲渡を含む。）

消

費

者

生

産

者

全
農
・
経
済
連
等Ｊ

Ａ
等

卸
・
小
売
等

（単位：万トン）

＜主食用うるち米＞

加工用米等、もち米等（集荷業者を通じて実需者に販売）

＜その他＞

農家直売等

（無償譲渡）

中
食
・外
食

16年産
872

28年産
804

16年産 47

28年産 91

16年産 1

28年産 3 16年産 4

28年産 8

16年産 81

28年産 124

16年産 7

28年産 9 16年産 138

28年産 89

16年産 56

28年産 76

16年産 52

28年産 102

16年産 357

28年産 258

16年産 410

28年産 360

16年産 180

28年産 146

16年産 226

28年産 222

（参考）入手経路別の購入割合（複数回答）

スーパーマーケット 49.4％
その他の小売店 20.4％
産地直売所 2.0％
インターネット 10.0％
生産者から直接購入 7.1％
無償譲渡 16.2％

※ 米穀安定供給確保支援機構調べを基に農林水産省で
算出（平成29年4月から平成30年3月の年平均）

15



３ 農産物規格・検査に関する現場の声

16



① 農産物検査（米）制度全般について① 農産物検査（米）制度全般について

※ 別添の別紙１問13、別紙２問13、別紙３問９、別紙４問12、別紙５問12、別紙６問11、別紙10問６参照。

19%

3%

9%

11%

13%

7%

41%

28%

その他

全面的な廃止

ＤＮＡ鑑定の導入

新たな評価方法の活用

検査規格の緩和

検査規格の強化

検査手法の合理化、簡素化

現状のままでよい

生産者

7%

2%

2%

8%

12%

1%

49%

34%

集荷業者・大型乾燥調製施設 米穀卸売事業者・精米工場

18%

1%

8%

16%

1%

43%

15%

23%

16%

0%

25%

7%

1%

26%

12%

43%

米穀小売事業者 食品製造事業者（炊飯業者）

生産サイド生産サイド 実需・流通サイド実需・流通サイド

○ 農林水産省は、平成27年10月から平成28年３月までにかけて、米の農産物規格に関して、生産・流通・実需・消費の各段階の関係者から幅広く意見
を聴くために「農産物検査（お米）に関するアンケート」を実施。有効回答数は2,619件、回収率は61.5％。

○ 米の農産物検査制度全般に関する質問では、農産物規格・検査が「現状のままでよい」と回答しているのは２～４割程度。生産サイドの半数近くが「検査手
法の合理化・簡素化」を求めているほか、実需・流通サイドには「検査規格の強化」を求める回答が多い。

○ 調査方法は、以下のとおり。
① 集荷業者のうちＪＡ、登録検査機関及び都道府県に対しては、農林水産省が直接調査
② それ以外の調査対象者に対しては、傘下の会員を多く擁する団体（※）を抽出し、当該団体に傘下の会員への調査を依頼

（90客体） （698客体) （128客体） （145客体） （68客体）

農 産 物 検 査 （ お 米 ） に 関 す る ア ン ケ ー ト （ １ ）

※ 傘下の会員への調査を依頼した団体
【生産者】 全国農業経営者協会、全国農業会議所、（公社）日本農業法人協会
【集荷団体】 全国主食集荷協同組合連合会、全国農協カントリーエレベーター協議会
【実需者・流通団体】 全国米穀販売事業共済協同組合、（一社）日本精米工業会、日本米穀小売商業組合連合会、（公社）日本炊飯協会、（公社）日本べんとう振興協会、

（一社）日本フランチャイズチェーン協会、日本チェーンストア協会、（一社）日本スーパーマーケット協会、日本生活協同組合連合会
【消費者】 （一社）全国消費者団体連絡会、主婦連合会全国地域婦人団体連絡協議会
【学校給食】 全国学校給食会連合会

23%

0%

20%

20%

2%

34%

27%

23%
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③ 米穀の出荷・販売時のクレームについて③ 米穀の出荷・販売時のクレームについて

※ 別添の別紙１問５、別紙２問５、別紙３問３、別紙４問４、別紙５問４、別紙６問４、別紙７問４、
別紙９問４参照。

（注） 各項目のアンケート対象者の内訳（複数回答）については、アンケート対象者の回答数に対する各項
目毎の回答数の割合

農 産 物 検 査 （ お 米 ） に 関 す る ア ン ケ ー ト （ ２ ）

18

② 農産物検査（米）の規格（基準となる数値等）について② 農産物検査（米）の規格（基準となる数値等）について

※ 別添の別紙１問７、別紙２問８、別紙３問５、別紙４問７、別紙５問７、別紙６問７、別紙10問２
参照。

（注） アンケート対象者毎の各項目（複数回答）については、アンケート対象者の回答数に対する各項目
毎の回答数の割合

見直しが必要だと思われる項目 見直しが必要だと思われる項目

○ 米の農産物検査の規格（基準となる数値等）については、生産サイド（生産者、集荷業者）及び登録検査機関の４割、行政機
関の６割、実需・流通サイド（米穀卸売事業者・精米工場、小売業者、炊飯業者）の６～７割が、見直しが必要と回答。このうち、
生産サイドからは規格の緩和が、実需・流通サイドからは規格の強化が、それぞれ必要という回答が多かった。

○ 米穀の出荷・販売時のクレームの主な理由として、生産サイド、流通サイドともに、「草のタネ」や「石・ガラス」の混入、 「着色

粒」や「胴割粒・砕粒」などが挙げられている。

14%

10%

8%

24%

23%

24%

38%

38%

48%

46%

米穀卸売事業者・精米工場生産者

クレームの理由

2%

0%

1%

1%

1%

7%

3%

10%

9%

11%

その他

異品種

水分が高い

検査等級の不一致

異臭

もみ

石・ガラス

胴割粒・砕粒

着色粒

草のタネ



関 係 者 か ら の ヒ ア リ ン グ

○ 「農産物検査（お米）に関するアンケート」のほか、平成29年３月以降、日本農業法人協会、全国稲作経営者会議等の農業
者、コンビニ・ファミリーレストラン等の中食・外食事業者や卸売事業者などからヒアリングを行うとともに、農業者や生産者団体
が参集する会議等において意見交換を実施している。

○ 主なものとしては、①検査技術の進展や調製・流通段階での機器の高度化等が進展している一方、規格や検査手法は従前ど
おりとなっている、②産地精米などによる直接販売等の場面で当事者間で定めたスペックに基づき取引を行う者にとっては、農
産物検査を受けることは必ずしも必要ではないが、他の施策の要件となっていることから、農産物検査を受けることとなり負担と
なっている、といった意見があった。

✓ 農産物検査の効率化を図るため、検査手法の改善や機器の適切な運用について検討するとともに、報告や手続を簡素化す
べき。

✓ 全国の多様な取引先と円滑に取引するためには、どの取引先もイメージが湧く全国で統一的な基準が必要である。

✓ 色彩選別機が普及してきたのに、着色粒の規格は昔から変わらず、規格に適合するために防除を行っている場合もあり、農
薬の使用を減らしたい生産者や消費者の求める規格になっていない。

✓ 実需者からは農産物規格の必ずしも全ての項目が必要とされていないにも関わらず、国の交付金の交付のためだけに検査
の手数料を負担して検査を受けざるを得ない。

✓ 野菜など他の農産物では、農産物検査証明がなくても産地・品種・産年を表示でき、バランスがとれていない。

✓ 多収性など市場ニーズに応じた品種の開発が行われる中で、新品種は表示したくても、２～３年生産しないと産地品種銘柄
に指定されず、表示できない。

現場からの声
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４ 参考

20



22

農 業 競 争 力 強 化 プ ロ グ ラ ム 等

○ 農業競争力強化プログラム等に基づき、農産物の流通・加工構造の改革の一環として、農産物検査法の規格につ
いては、流通ルートや消費者ニーズに即した合理的なものに見直すこととされている。

○ 農業競争力強化プログラム（平成28年11月29日 農林水産業・地域の活力創造本部決定）
農業者の努力・創意工夫と消費者のニーズ・評価が双方で情報交換できるようＩＣＴを最大限に活用するととも

に、農産物の規格（従来の出荷規格・農産物検査法の規格等）についてそれぞれの流通ルートや消費者ニーズに即
した合理的なものに見直す。

○ 農業競争力強化支援法（平成29年法第35号）［平成29年８月１日施行］
第十一条 国は、農産物流通等の合理化を実現する上で必要な事業環境の整備のため、次に掲げる措置その他の
措置を講ずるものとする。
二 農産物流通等に係る規格について、農産物流通等の現状及び消費者の需要に即応して、農産物の公正かつ
円滑な取引に資するため、国が定めた当該規格の見直しを行うとともに、民間事業者が定めた当該規格の見
直しの取組を促進すること。

第十六条（略）
２ 政府は、おおむね五年ごとに、前二節に定める施策を含め、良質かつ低廉な農業資材の供給又は農産物流通

等の合理化を実現するための施策の在り方について、農業者による農業の競争力の強化の取組を支援する観点
から検討を加え、その結果に基づいて必要な措置を講ずるものとする。

附 則
第二条（略）
２ 第十六条第二項の規定による最初の検討は、この法律の施行の日からおおむね二年以内に行うものとする。

○ 未来投資戦略2018（平成30年６月15日 閣議決定）
農産物の規格（従来の青果物等の出荷規格・農産物検査法の規格等）について、品目ごとの流通ルートや消費者

ニーズに即した合理的なものに見直す。
21
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○ 農産物検査法に基づく検査証明については、様々な施策の要件として活用されている。

農 産 物 検 査 を 要 件 と し て い る 施 策 （ １ ）

22

○ 農産物検査を要件としている施策例

米

穀

① 経営所得安定対策に係る交付対象要件（収入減少影響緩和交付金（ナラシ））
農産物検査で「３等」以上又は当該等級に相当すると認められるもの。

② 政府が買い入れる物品（備蓄米の政府買入れ、米の国家貿易）の要件
・ 備蓄米の買入れ対象は、農産物検査で「３等」以上。
・ 米の国家貿易の買入れ対象は、農産物検査で一定の等級以上（銘柄ごとに等級を設定）。

③ 水田活用の直接支払交付金の支払いに係る交付対象要件
・ 飼料用米の数量払いの交付対象は、農産物検査で「合格」。
・ 加工用米等の交付対象は、農産物検査で「３等」以上。

④ 食品表示法に基づく表示の根拠
消費者に販売するために容器包装に入れられた米について、その容器包装に産地、品種及び産年を表示する

ためには、原料玄米の段階で農産物検査による証明を得ておかなければならない（農産物検査による証明がない

場合は、米穀等の取引等に係る情報の記録及び産地情報の伝達に関する法律に基づき伝達された産地のみ、当該
産地に、「産地未検査」と併記することで表示が可能）。

⑤ 特定名称の清酒（吟醸酒、純米酒及び本醸造酒）の原料の定義
吟醸酒、純米酒及び本醸造酒と表示するためには、原料玄米が農産物検査で「３等」以上。

⑥ 商品先物取引の取引条件（大阪堂島商品取引所が設定）
農産物検査で「２等」以上。
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農 産 物 検 査 を 要 件 と し て い る 施 策 （ ２ ）

23

麦

類

① 経営所得安定対策に係る交付対象要件
・ 畑作物の直接支払交付金（ゲタ）

農産物検査で「１等」または「２等」が交付対象。等級に応じて、交付単価が設定。
・ 収入減少影響緩和交付金（ナラシ）

交付対象はゲタと同じ。

② 政府が買い入れる物品（麦の国家貿易）の要件
買入れ対象は、農産物検査で一定以上の等級（銘柄ごとに等級を設定）。

大

豆

○ 経営所得安定対策に係る交付対象要件 ※ 麦類と同じ
・ 畑作物の直接支払交付金（ゲタ）

農産物検査の等級の「３等」以上または「合格」が交付対象。等級に応じて、交付単価が設定。
・ 収入減少影響緩和交付金（ナラシ）

交付対象はゲタと同じ。

そ
の
他

① 砂糖及びでん粉の価格調整に関する法律に係る国内産いもでん粉交付金の交付要件
農産物検査の等級の品位に適合するもの。

※ 「品位に適合する」ことの検査については、農産物検査の証明又は（独）農畜産業振興機構の定める方法によ
る自主検査により実施。

② そばに係る経営所得安定対策に係る交付対象要件（畑作物の直接支払交付金）
農産物検査の「１等」または「２等」が交付対象。等級に応じて、交付単価が設定。

③ 小豆の商品先物取引の取引条件（大阪堂島商品取引所が設定）
農産物検査で「２等」以上。



① 検査請求

（検査請求者）

② 検査請求の受理

③ 受検品の搬入・配列
（検査請求者）

数
量
及
び
記
載
事
項
の
確
認

④ 受検品の確認

⑤ 荷造り及び包装の検
査

※包装については、配布前に事前
検査を行う場合もあります。

⑥ 量目の検査

⑦ 試料の採取

⑧ 種類・生産年・銘柄・品位の検査

鑑
定

水
分
の
測
定

検
査
結
果
の
記
録

⑨ 検査証明

等
級
証
印
等
の
押
印

国 内 産 米 穀 の 検 査 手 順

※農産物検査員が補助者に依頼
している場合もあります。
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〇 近年、現場において活用可能な技術の進歩、生産者から実需者への直接販売などの流通の多様化、消費者ニーズの変化
に伴う中食・外食需要の拡大などが進展。

〇 こうした中で、
① 現行の農産物検査を利用する者からは、検査技術の進展や調製・流通段階での機器の高度化等を考慮した見直しを行って

欲しい
② 直接販売等の場面で当事者間で定めたスペックに基づき取引を行う者からは、農産物検査を受けることは必ずしも必要で

はないが、他の施策の要件となっていることから、農産物検査を受けることとなり負担となっている
といった意見を聴いているところ。

【 参 考 】 農 業 競 争 力 強 化 プ ロ グ ラ ム へ の 対 応 （ 農 産 物 規 格 ・ 検 査 の 見 直 し ）

○農業競争力強化プログラム

（平成28年11月29日農林水産業・地域の活力創造本部決定）（抄）
農産物の規格（従来の出荷規格・農産物検査法の規格等）につ

いてそれぞれの流通ルートや消費者ニーズに即した合理的なもの
に見直す。

○農業競争力強化支援法（平成29年法律第35号。平成29年８月1
日施行）（抄）
第11条 （略）
２ 農産物流通等に係る規格について、農産物流通等の現状及び
消費者の需要に即応して、農産物の公正かつ円滑な取引に資す
るため、国が定めた当該規格の見直しを行うとともに、民間事業
者が定めた当該規格の見直しの取組を促進すること。

○未来投資戦略2018（平成30年６月15日閣議決定）（抄）
農産物の規格（従来の青果物等の出荷規格・農産物検査法の規

格等）について、品目ごとの流通ルートや消費者ニーズに即した合
理的なものに見直す。

○米消費における中食・外食の割合（全国）

○中食・外食事業者が求める米の品質の例
中食・外食事業者は、精米について、白度、水分、水浸割粒

（炊飯後の外観や味に大きく影響する精米の水浸時の割れ具合）、
砕粒、粉状質粒、たんぱく質、アミロースなど、農産物規格以外の
項目も含む独自の基準を設け、精米の品質を確認しているケース
が見受けられる。

（参考）農産物規格・検査の見直しに関する政府決定等米流通をめぐる情勢の変化

資料：農林水産省「米の１人1ヶ月当たり消費量」及び米穀機構「米の消費動向調査」

平成９年 平成29年

29.1%18.9%

家庭内食
81.1%

70.9%

中食・外食

○流通の過程において活用されている新たな技術の例
納入された米の品質確認のため、現場において、品位を測定する

機器が活用されている。また、当該機器は農産物検査においても補
助的に活用されている。
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（目的）
第１条 この法律は、農産物検査の制度を設けるとともに、その適正かつ

確実な実施を確保するための措置を講ずることにより、農産物の公正
かつ円滑な取引とその品質の改善とを助長し、あわせて農家経済の
発展と農産物消費の合理化とに寄与することを目的とする。
（米穀の生産者に係る品位等検査）

第３条 米穀の生産者は、その生産した米穀について品位等検査を
受けることができる。

米穀（もみ、玄米及び精米）、麦（小麦、大麦及び裸麦）、大豆、
小豆、いんげん、かんしょ生切干、そば及びでん粉

①品位等検査 ： 種類（農産物の種類、生産年等）、
銘柄（産地品種銘柄等）、
品位（等級）、 量目、荷造り、包装

②成分検査 ： たんぱく質（米、小麦）、アミロース（米）
及びでん粉 （小麦）

【品位の例（水稲うるち玄米及び水稲もち玄米）】

○ 農産物規格・検査は、全国統一的な規格に基づく等級格付けにより、主に玄米を精米にする際の歩留まりの目安を示し、現
物を確認することなく、大量・広域に流通させることを可能とする仕組み。

【 参 考 】 現 行 の 農 産 物 規 格 ・ 検 査 の 概 要

○ 主な農産物の検査状況（平成29年産） （単位：千トン）

○ 民間の登録検査機関の推移

（注）１ 登録検査機関数は、各県において農産物検査を実施する機関の延べ数である。
２ 民間検査比率は、玄米の検査数量における民間登録検査機関による検査数量の比率である。

○ 農産物の系統別検査数量の比率（平成27年産）

資料：穀物課作成資料

○ 農産物検査規格

○ 対象品目

○ 農産物検査法（昭和26年法律第144号）（抜粋）

米 麦 大豆 そば

生産量 (a) 7,306 1,092 253 34

検査数量 (b) 4,722 1,158 232 30

受検率 (b/a) 65% 106% 92% 88%

平成30年3月31日現在

平成19年度 平成29年度

登録検査機関（機関） 1,425 1,723
農産物検査員（人） 13,452 18,663
民間検査比率（％） 100 100
検査場所数（ヶ所） 12,247 14,081

（単位：％）

JA系 全集連系 卸・小売 農業法人等 分析機関

米穀 75.2 7.6 6.1 6.0 3.1
麦 94.0 4.2 1.0 0.1 0.5
大豆 90.4 5.2 1.5 1.1 1.6
そば 82.7 9.6 1.0 2.6 4.1

（注） １ 米の生産量は、主食用の玄米数量である。
２ 米の検査数量は、うるち、もち及び醸造用を合計した玄米数量である。（もみ及び飼料用（もみ、玄米は除く。）
３ 米の検査数量は、平成30年3月31日現在（速報値）の数量である。
４ 各農産物とも検査数量には規格外に格付けされたものを含むが、麦の生産量は２等以上等の検査数量

をもとに集計しているため、受検率が100％を超えることがある。
５ 麦、大豆、そばの検査数量は、確定値の数量である。
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